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調査概要

■調査方法 ＷＥＢアンケート

■調査期間 2003年5月7日（水）～2003年5月18日（日）

■調査対象 ①首都圏在住者
②現在放送中の以下のドラマをひとつでも見ている人

・東京ラブ・シネマ（月９、フジテレ
ビ） ・伝説のマダム（月１０、日本テレ
ビ）

・顔（火９、フジテレビ）
・マルサ！（火１０、フジテレビ）
・ダイヤモンドガール（水９、フジテレ

ビ） ・新・夜逃げ屋本舗（水１０、日本テレ
ビ） ・きみはペット（水１０、ＴＢＳ）

・ホットマン（木９、ＴＢＳ）
・あなたの人生お運びします（木１０、ＴＢＳ）
・ムコ殿２００３（木１０、フジテレビ）
・ブラックジャックによろしく（金１０、ＴＢＳ）
・ぼくの魔法使い（土９、日本テレビ）
・笑顔の法則（日９、ＴＢＳ）

■有効回答 526名

Ｔ男（１２～１９歳） 104名

Ｔ女（１２～１９歳） 108名

Ｍ１（２０～３４歳） 101名

Ｆ１（２０～３４歳） 111名

Ｆ２（３５～４９歳） 102名



１．ドラマの見方について

■好きなドラマでも、見ている人の半数は、「他のことができる状態」で見ている。

・側には、「携帯電話」、「パソコン」が、すぐに利用できる状態で置いてある。

・他のことをし始めるタイミングは、「ＣＭに変わった時」が圧倒的に多い。

■ドラマ中でも、メールか電話がくれば、７割以上がテレビより優先される。

携帯電話が置いてある状態 (n=281)
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78%

20%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

すぐに立ち上がる状態

電源をＯＦＦにしている

ドラマを見ている時、メールがきたらチェックする

(n=526 )

72%

0% 20% 40% 60% 80%

全体

ドラマを見ている時、携帯に電話がきたら出る

(n=526 )

82%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

★サンプル
側に携帯電話を
置いている人

★サンプル
側にパソコンを
置いている人
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２．「見たい」と思うドラマについて

■初回放送前の情報源は、「番組宣伝ＣＭ」、「番組ガイドなどの雑誌」。

・その中でも特に注目しているのは、「ストーリー」、「出演者」。

■その際、「出演者がいまいち」、「ワクワクしない」ドラマは、「見たくない」ドラマ

と判断される。

情報源で特に注目したところ (n=471)
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「見たい」と思ったことに、最も影響があった情報源
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初回放送前に「見たい」と思わなかったドラマ (n=526)
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３．ドラマに対する期待ついて

■「新ドラマにあまり期待しなくなった」と回答した人は、６割を超える。

・そのため、情報を集めることや、友達と話題にすることがなくなってきている。

■好きなドラマでさえも、６割以上が「はまらなくなった」、「ワクワクしない」と回答。

■ドラマに対する期待

新ドラマが始まる時にあまり期待しなくなった (n=526)
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■好きなドラマへのはまり具合
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４．テレビを見ることについて

■１０代女性は、テレビをつけている時間が他の年代より少ない。（３時間以下が６割！）

■「テレビはいつも同じことをやっている」と感じている人が、６割を超える。

１日でテレビをつけている時間 (n=526)
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マーケティング研究所の分析

若者は、距離を置いてドラマを見ている。あくまでも「ドラ
マは作り物」であると認識し、昔ほど主人公に入り込むこと
はない。

事実、好きなドラマを見ている時でさえも、携帯電話やパソ
コンがいつでも利用できる状態で身近に置いてあり、何かの
きかっけがあればすぐにテレビから目を離して、それらに向
かう。

その背景には、若者は、ドラマよりドラマチックでさえある
厳しい現実の中にいる。以前は、主人公に憧れや一体化した
気持ちを抱いていたが、今は、「そんなことはあり得ない」、
「作り物だよね」というように、あくまでも『ドラマ＝作り
物の世界』として、ドラマを見ている。

今、若者が求めているのは、「見ているうちにだんだん･･･」
のように、涙がこぼれてきたり、ジーンと熱くなるような重
いドラマよりも、何も考えずに「この瞬間楽しめればいい」
というような、軽く見れる（癒し？）ものを望んでいる。

今後、テレビ業界は、ドラマや、他の番組においても、その
時代の若者が置かれている状況、求めているものを常に把握
し、その変化に対応した番組作りを求められる。
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事実、好きなドラマを見ている時でさえも、携帯電話やパソ
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